
 

 

 

 

 

 

令和 5 年度も 10 月を迎え、折

り返し地点です。各就学前施設に

おかれましては、朝夕の気温の差

を感じつつ、日中は秋晴れのもと

保育者の皆様も子どもたちと元気

良くお過ごしかと思いますが、いか

がでしょうか。 

さて、当幼児教育センターでは、

上半期の研修を振り返ってみまし

た。この 6 か月間、研修のラインナップはなんと、２３講座でした。振り返ると、4 月 28 日の特別支援教育保育春

季研修をはじめとし、職層研修・専門研修など、多くの方のご要望に少しでも近づくことができればとの思いで実

施してきました。様々な形で振り返り、多様的な研修構築に生かしていきたいと思っています。 

研修後、アンケートにご回答いただきありがとうございます。お一人お一人のコメントに、幼

児教育・保育への思いに触れさせていただいたようでうれしく思っています。 

アンケート結果による、満足度が高かった研修を振り返ってみると、幼児教育・保育の環境

として、切り離すことのできない玩具についての研修でした。講

師の先生にご準備いただいた玩具に触れ、「玩具や環境がど

れだけ重要か再認識しました。」などの感想を 

多くいただいた研修でした。 

 

集合型・オンライン型（ライブ配信とアーカイブ配信）の方法で実施しています。 

どの方法が学びにつながりますか・・・・・。 

研修形態の中でも、アーカイブ配信

は、視聴者の皆さんの時間に合わせて

受講できる形態のため、好評をいただ

いております。また、特別支援は、皆様

の要望の高い内容だと受け止め、今 

   後も、ラインナップの充実を図りたいと思います。 

講演内容にあった「こども会議」は、 

魅力的な発想です。「こども基本法」が

施行された今、まさに、子どもの意見表

明権など考えていきたいですね。 
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アンケート回答

結果による 

満足度 1位 

保育力アップ研修 遊び・玩具の魅力 

明日からの幼児教育・

保育に生かしたい 

研修形態別 

アーカイブ配信 

視聴数 1位 

特別支援研修 こどもの発達に応じた支援 

ここがポイント！ 多様な子どもの発達をしりたい 

研修形態別 

ライブ配信 

視聴数 1位 
全体研修 ドキュメンテーション・ＩＣＴ等 

幼児教育・保育の本質を知りたい。 

改善していきたい。 

ここがポイント！ 

ここがポイント！ 



「遊びの中の発見を大切に」「子どもがや

りたいことを一緒に楽しみ、その活動の中

での子どもの学びを明日からの保育でた

くさん見つけていきたい」（アンケート回答

より）初級研修では、同世代の保育者の集合型によるダイナミックな心の動きも加わり、オンラインとは違う学びを

感じたのではないでしょうか。施設形態を問わず、参加者同士が研修内容を基に対話することを大切にしていけ

るようにと思っています。 

  

さて、最後は、当幼児教育センターアドバ

イザーによるオススメです。自身の保育を振

り返り、学びを重ね、保育の質向上を目指

し、就学前の子どもたちの育ちにかかわる

保育者として、子どもたちの未来を思い描

き、小学校へ、その先へ、どうつなげていくかを投げかけてくれる、今一番の推し内容です。 

 

11 月 11日（土）10：00～１７：００ 

「Customer Appreciation Day 」として、感謝を込めておしゃべり会を開催します。13：30 からのオンライン研修

は第 2研修室で受講できます。手作り遊具コーナーなど準備し、お待ちしております。 

ぜひ、当センターにお越しください。お待ちしております。 

11 月 11日

おしゃべり会

開催します。 

研修形態別 

集合 

参加者数 1位 

初級研修 保育内容の理解と実践 

ここがポイント！ 遊びが学び、語り合うこと、インプットとアウトプットの組み合わせ 

アドバイザーが

進める研修 

1位 

幼保小連携・接続研修 保幼こ小連携・接続 

ブロック別に公開保育研究

会を実施します。ホームペ

ージ情報発信・研究にて研

修案内をご確認ください。 

幼児教育センターからのお知らせ 

 

ホームページ研修情報

より参加申込、よろしく

お願いします。 

 

穴惑 ・・・何と読むかな？ ヒント俳句の季語です。   答えは「あな・まどい」です。秋の彼岸後、寒くなってきても冬眠の穴に

はいらずにいる蛇のこと。蛇もいろいろで穴に入らず、さまよっているのか、あがいているのか、楽しんでいるのか、蛇の様子か

ら、自分を振り返るそのような俳句もあります。収まるところに収まらない蛇の姿をあなたならどう考えますか。保育の中でも、

よく似た光景が思い浮かびます。保育者側から見えている「穴」と子どもから見えている「穴」が違うのでしょうか。それぞれの

穴の入り方を受け止め、子どもの見え方・考え方を考える味方になりたいと思います。 

ここがポイント！ 全ての子どもが格差なく

質の高い学びへと接続 
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